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平成２５年度 第３回運営委員会 議事録

◆ 日 時：平成25年12月 13日（木）15:30～17:30

◆ 出席者：理事会メンバー出席10名、地域会代表出席13名、委員会委員長出席5名、計28名

◆ 内 容：

１．会長あいさつ

次期の会長候補者は、福岡地域会の石本元彦氏を選考したと田中委員長から報告を受けました。石本氏

は公益法人プロジェクトチームでも活躍いただき、今後の建築士会のために最適な方と認識しています。

役員のスムーズな移行のためにも今日の運営委員会にオブザーバーとして出席していただきたく思います。

そして、今年度はまだ半年間残っておりますので、その間を会長として任務を全うしたいと思っています

ので皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

２．議題

（１）事務局より報告

① 会費納入状況と地域会活動予定について 【別紙－１】

・資料に基づき会費納入状況等の報告があった。

② 平成２５年度事業活動の進捗状況について 【別紙－2】

・資料に基づき事業活動の進捗状況報告があった。

（２）委員会活動報告 【別紙―3】

① 総務・財務委員会

・総務・財務委員会としては、通常の理事会等の議案確認等を行っている。また、次年度の予算組等を

始めているので、各々の予算要望等は事務局の方まで申し出てほしい。

② 広報委員会

・メールマガジンの配信は定着しており、内容も毎月確認して充実してきているが、メールの開封率が

少ないので皆様のご協力をお願いしたい。ＨＰも一般の皆さんに開いていただけるように毎月委員会

を開いて検討している。

③ 業務委員会

・業務委員会としては、建築相談とお仕事マッチング等を進めている。

④ 研修委員会

・研修会、見学会等の活動は、資料の通り。今後の講習会の予定として天井落下防止、定期講習、総合

研修等を計画している。

⑤ まちづくり委員会

・資料に基づき委員会活動について各部会の活動を報告。ヘリテージマネージャー講習会は好評のため

次年度の計画も始めている。防災部会については、防災どんたくを2005年の地震後2007年から実施

していて、建築士会としてはエルガーラパサージュ広場で防災カフェを行っている。

今後は、福岡地区だけでなく県全体でも取り組めないかを検討している。

⑥ 景観委員会

・大木町景観・土地利用計画策定業務の経過については、資料の通り。違反看板巡回調査、景観教室は、

今年は行わない予定。事業統括委員会・景観委員会意見交換会を行った結果、大木町からの次年度の

業務は受けるのが難しいということになった。
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⑦ 青年委員会

・コレクティブハウス研究会を行っていて、久留米では暮らし方研究会ワークショップを行っている。

アーキンディでは、講師を招いて建築に関して夜間に集まって研修活動をしている。

⑧ 建築士試験委員会

・建築士試験については、配布資料の通り。

⑨ ＣＰＤ・専攻建築士委員会

・ＣＰＤ認定プログラム認定、ＣＰＤ参加者等については、資料の通り。

専攻建築士の名簿に、建築士事務所のＨＰアドレスを掲載する方向でアンケート調査を実施している。

⑩ 建築士登録委員会

・配布資料の通り。

⑪ 事業統括特別委員会

・特別委員会を今までに6回開催している。現在は、次年度からの方針をどうするか検討始めている。

その結果は、次回の正副会長会に提案をしたいと考えている。

（３）地域会報告

① 北九州：地域会活動として、従来と大きく変わったところはない。今年の関門ウォッチングは、夜景

を中心に講演会などを行った。

② 行橋：1月に臨時総会を開催して、次期代表等の役員を決める予定。今年の事業としては、毎年恒例

のお祭は台風のために中止となり、11月に青年部会で家族を含めて研修懇親会を実施した。

③ 豊前：公益事業としては、まちづくり景観に関する事業として豊前のまちなみをどうするかについて

9月に勉強会を行い、これからも講師を招いて月2回くらいの予定で実施している。11月に築上町の街

道を散策した。

④ 田川：現在はあまり事業をしていないが、来年度からは何か活動をしていきたいと考えている。

⑤ 直鞍：（欠席）

⑥ 飯塚：10月に会員の作品を見るセミナーを実施した。11月には幹事会を開催。飯塚地域会は、3部会

を作って活動をしていて、全会員がどこかに所属するようにしている。一般市民のために市の広報を活

用してＰＲしているがまだ不十分。

⑦ 宗像：（欠席）

⑧ 福岡：幹事会を開催して意見交換を行っている。地域会活動を簡略化して懇親会を主にしたいとか、

地域会を支部にしたい等の意見もあり、今年度中にそれらの意見をまとめたいと思っている。

⑨ 糸島：10月に見学会を実施し、懇親会を行ったが出席者が少ない。アンケートを行なって今後どうす

るかを検討中。

⑩ 筑紫：若い人が集まって活動している。県土木事務所で講習会を開いてもらうように要望している。

⑪ 久留米：1月に県南ブロックの新年会を計画している。

⑫ 八女：目立った活動はしていないが、懇親会などを行っている。

⑬ 浮羽：報告するような行事はしていない。意見交換会とか名刺交換会等で多くの人が集まればいいと

思っている。

⑭ 柳川：総務、技術研修、青年部会を作って運営している。会員が少なくなってきて引き留めるすべも

見つからない。地域会になって親睦的な事業が出来なくなっているし、親睦をするにもお金が足りない

ので来年は何か変わったことをしたいと考えている。県南ブロック協議会で手を結びながらトータル的

な活動をすることが、会員、賛助会のメリットにもなるのではないかとも考えている。
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⑮ 大牟田：サロン的な事業が重要であると思い、懇親会的なことをしている。会員増強についても、サ

ロン的な所で募集を行い２名の入会者があった。

（４）会員増強について

① 今後の会員増強具体策について 【別紙―4】

別紙資料により会員募集用の資料を説明し、各地域会へも会員増強への取り組みについて訪問活動等の

活動をしてもらうように要請した。行政関係への協力要請についても説明方法を考慮して対応するよう

依頼した。

（５）その他

ア．各ブロック意見懇談会について

・筑豊ブロック意見懇談会は、11月18日（月）に飯塚で開催し、福岡ブロックは昨日12月12日（木）

に建築士会事務局で開催した。また、県南ブロックは、16日（月）に久留米で開催の予定。北九州

ブロックは17日（火）に開催の予定。

・各ブロック懇談会で出た意見、希望等については、その結果を事務局で集計し、事業統括委員会、

正副会長会等で内容を確認して、次回の運営委員会で今後の対応策にまとめて報告する予定。

イ．公益法人認定の修正申請について 【別紙―5】

・公益認定の修正申請について、別紙資料の説明をして今後の予定について報告をした。

ウ．九州公共建築フォーラム（報告）

・11月14日開催の九州公共建築フォーラムについて結果報告をした。

エ．連合会 三会協同提案 太田国土交通大臣宛、要望書提出について 【別紙―6】

・連合会から通知のあった建築士会、事務所協会、建築家協会３会の共同提案について、別紙資料に

基づいて詳細な報告をした。

オ．平成25年度後期全体スケジュール 【別紙―

7】

・別紙スケジュール表により今後の予定について説明し、内容を確認した。

カ．追加発言：行政関係へ建築士会の情報をもっと流すようにしたらどうか。

→今までも行政関係に情報は伝えているが、もっと積極的にしていくことにしたい。

次回第4回運営委員会開催予定：平成26年3月27日（木）

以上


